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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
アウタパネルの車内側面に該アウタパネルの上縁部から上方に突出する一対のピラーを固
定した車両ドアの上記上縁部に固定する、該上縁部に沿って延びる長尺状のベルトモール
本体と、該ベルトモール本体の端面開口に着脱可能なエンドキャップと、を具備するベル
トモールにおいて、
　上記ベルトモール本体が、
　上記上縁部及び上記ピラーに対して車外側から車両ドアの厚み方向に対向する車外側部
と、
　上記上縁部に対して車内側から上記厚み方向に対向し、車内側の面に上記車両ドアのス
ライドガラスと当接する軟質のリップが突設された車内側部と、
　上記車外側部の車内側の面に、上記ピラーの車外側に位置させて、該車内側面から斜め
上方又は下方に向かって延設した、上記リップよりも硬い硬質の突起からなる被係合部と
、
　上記一対のピラーの少なくとも一方と対応する上記ベルトモール本体の端部位置におい
て、該ピラーとの干渉を避けるために上記リップを含む上記車内側部の全体が切断され、
該切断部分の端面が上記ベルトモール本体の長手方向で上記車外側部の端面とは位置が異
なる後退端面と、
を備え、
　上記エンドキャップが、
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　上記車外側部の上記後退端面と同方向の上記端面を覆う被覆端部と、
　該被覆端部から上記後退端面の手前位置まで延び、上記長手方向に見たときに上記車外
側部と車内側部の間に位置する挿入部と、
　該挿入部の車外側の面に形成した突起であり、上記車外側部の車内側面と上記被係合部
の間の隙間に挿入され該被係合部の車外側面に係合する係合部と、
　を備えることを特徴とする車両ドア用ベルトモール。
【請求項２】
　請求項１記載の車両ドア用ベルトモールにおいて、さらに、
　上記車外側部の車内側面から上記被係合部とは異なる方向に向かって突出する、上記被
係合部の下方に位置する下側突部と、
　上記挿入部の車外側面に形成した、上記車外側部の車内側面と上記下側突部の間の隙間
に挿入され該下側突部の車外側面に係合する下方係合部と、
を備える車両ドア用ベルトモール。
【請求項３】
　請求項１または２記載の車両ドア用ベルトモールにおいて、
　斜め上方に向かって延びる上記被係合部の先端部に、自身の車外側面に上記係合部が係
合する上向きの抜止突起が形成され、又は、斜め下方に向かって延びる上記被係合部の先
端部に、自身の車外側面に上記係合部が係合する下向きの抜止突起が形成されている車両
ドア用ベルトモール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は車両ドアのアウタパネルの上縁部に固定するベルトモールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１の車両ドアはドアパネルの外面を構成するアウタパネルと、アウタパネルの
内面に固定したアウタパネルの上縁部から上方に向かって延びる前後のピラー（ドアフレ
ーム）と、を具備しており、アウタパネルの上縁部には該上縁部と同方向に延びる長尺物
である樹脂製のベルトモールが取り付けてある。
　このベルトモールは、略筒状（断面略逆Ｕ字状）の長尺物であり両端が開口するベルト
モール本体（モール本体）と、ベルトモール本体の端部の開口を塞ぐエンドキャップ（取
付手段）と、を具備している。
【０００３】
　このベルトモール本体は、上端接続部と、上端接続部の車外側縁部から垂下する車外側
部と、上端接続部の車内側縁部から垂下する車内側部と、車内側部の車内側面に設けたリ
ップ（水切り部）と、を具備している。ベルトモール本体は、押出成形によって一様断面
の長尺物として成形した後に、車内側部の前後両端部の下部及びリップの後端部を切断し
た構造である。
　エンドキャップは、キャップ部と、キャップ部から上記上縁部と平行に延びる挿入部（
組付部）と、を具備している。挿入部をベルトモールの端面開口からベルトモールの内部
空間に挿入すると、挿入部の両側に車外側部と車内側部が位置するので、挿入部がベルト
モール本体に対して車外方向及び車内方向にがたつくことはない。さらにキャップ部がベ
ルトモール本体の前後両端の開口部を塞ぐので、ベルトモール本体の内部空間が露出する
ことはない。
　このようにして組み立てたベルトモールをアウタパネルの上縁部に上方から被せると、
上端接続部がアウタパネルの上縁部の直上に位置し、車外側部が該上縁部の車外側に位置
し、車内側部が該上縁部の車内側に位置し、リップが弾性変形しながらドアガラスの車外
側面に接触し、さらに車内側部の前後両端部が前後のピラーと対向する。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特許第４２３５６５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ベルトモール本体の前後両端部はリップを切断してあるので、リップが存在する部分に
比べてその車幅方向寸法（ドアの厚み方向寸法）は短い。しかしながらベルトモール本体
の前後両端部には車内側部（の上部）が残っているので、ピラーのアウタパネルに対する
車幅方向のオフセット量（アウタパネルの上縁部とピラーの車幅方向間隔）が小さい場合
は、車内側部の前後両端部がピラーと干渉してしまいベルトモールを車両ドアに対して取
付けることができない。
　一方、ベルトモール本体から車内側部の前後両端部を完全に切断すれば、その分だけベ
ルトモール本体の前後両端部の車幅方向寸法が短くなるので、ピラーのアウタパネルに対
するオフセット量が小さい車両ドアに対してもベルトモールを取付可能になる。しかし車
内側部の前後両端部を完全に切断すると、挿入部の車内側へのがたつきを抑える部材が無
くなってしまうので、挿入部がベルトモール本体に対して車内方向にがたついてしまう。
【０００６】
　なお、ベルトモール本体とエンドキャップに相当する部分を有するベルトモールをイン
ジェクション成形により一体成形すれば、エンドキャップ（に相当する部分）が車内側へ
がたつかない構造となるので、車内側部の前後両端部を無くすことが可能になる。しかし
、インジェクション成形によるベルトモールは、押出成形によって得られたベルトモール
（ベルトモール本体）に比べて製造コストが高く、かつ見栄えが悪いという欠点がある。
【０００７】
　本発明は、押出成形を利用してベルトモール本体を成形する場合であっても、ピラーと
対向する部分の車幅方向の狭幅化が可能であり、しかもエンドキャップが車内側にがたつ
くのを防止できる車両ドア用ベルトモールを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
  本発明の車両ドア用ベルトモールは、アウタパネルの車内側面に該アウタパネルの上縁
部から上方に突出する一対のピラーを固定した車両ドアの上記上縁部に固定する、該上縁
部に沿って延びる長尺状のベルトモール本体と、該ベルトモール本体の端面開口に着脱可
能なエンドキャップと、を具備するベルトモールにおいて、上記ベルトモール本体が、上
記上縁部及び上記ピラーに対して車外側から車両ドアの厚み方向に対向する車外側部と、
上記上縁部に対して車内側から上記厚み方向に対向し、車内側の面に上記車両ドアのスラ
イドガラスと当接する軟質のリップが突設された車内側部と、上記車外側部の車内側の面
に、上記ピラーの車外側に位置させて、該車内側面から斜め上方又は下方に向かって延設
した、上記リップよりも硬い硬質の突起からなる被係合部と、上記一対のピラーの少なく
とも一方と対応する上記ベルトモール本体の端部位置において、該ピラーとの干渉を避け
るために上記リップを含む上記車内側部の全体が切断され、該切断部分の端面が上記ベル
トモール本体の長手方向で上記車外側部の端面とは位置が異なる後退端面と、を備え、上
記エンドキャップが、上記車外側部の上記後退端面と同方向の上記端面を覆う被覆端部と
、該被覆端部から上記後退端面の手前位置まで延び、上記長手方向に見たときに上記車外
側部と車内側部の間に位置する挿入部と、該挿入部の車外側の面に形成した突起であり、
上記車外側部の車内側面と上記被係合部の間の隙間に挿入され該被係合部の車外側面に係
合する係合部と、を備えることを特徴としている。
【０００９】
　上記車外側部の車内側面から上記被係合部とは異なる方向に向かって突出する、上記被
係合部の下方に位置する下側突部と、上記挿入部の車外側面に形成した、上記車外側部の
車内側面と上記下側突部の間の隙間に挿入され該下側突部の車外側面に係合する下方係合
部と、を備えてもよい。
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【００１０】
　斜め上方に向かって延びる上記被係合部の先端部に、自身の車外側面に上記係合部が係
合する上向きの抜止突起を形成するか、又は、斜め下方に向かって延びる上記被係合部の
先端部に、自身の車外側面に上記係合部が係合する下向きの抜止突起を形成してもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明では、ベルトモール本体の車内側部の長手方向の端面全体を後退端面としている
。別言すると車内側部の端部全体を省略しているので、車内側部の端部の車幅方向寸法が
短くなる。そのため本発明のベルトモールは、ピラーのアウタパネルに対する車幅方向の
オフセット量が小さい車両ドアに対しても取り付けることが可能である。
　また、エンドキャップの挿入部の車内側にはベルトモール本体の車内側部が存在しない
ものの、ベルトモール本体の車外側部に設けた被係合部とエンドキャップの挿入部に設け
た係合部が係合することによりエンドキャップの車内側への移動を規制する。しかも被係
合部が、水平方向に延びる突起ではなく、斜め上方又は斜め下方に向かって延びる突起で
あるため、車幅方向寸法を短くしつつ係合部との係合代を長くすることが可能である。そ
のため、ベルトモールの車幅方向寸法を短くしつつ、エンドキャップが車内側にがたつく
ことを防止できる。
【００１２】
　請求項２記載の発明によれば、ベルトモール本体側に下側突部を設け、エンドキャップ
側に下側突部の車外側面に係合する下側係合部を設けており、しかも下側突部が被係合部
とは異なる方向に向かって延びているので、エンドキャップの車内側へのがたつきをより
確実に防止できる。
【００１３】
　請求項３記載の発明のように、車外側面に係合部が係合する抜止突起を被係合部の先端
部に形成すれば、エンドキャップの車内側へのがたつきをより確実に防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態の車両ドアの車外側から見た側面図である。
【図２】車両ドアの要部をベルトモールを分離した状態で示す車外側から見た斜視図であ
る。
【図３】図１のIII－III矢線に沿う断面図である。
【図４】図１のIV－IV矢線に沿う断面図である。
【図５】ベルトモール本体の後部とエンドキャップの分離状態の車内側から見た斜視図で
ある。
【図６】ベルトモールの後部の車内側から見た斜視図である。
【図７】変形例の図４と同様の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図１～図６を参照しながら本発明の一実施形態について説明する。なお以下の説
明中の各方向は図中の矢印方向を基準としている。
　図１は車両ボディの側面開口を開閉する車両ドア１０を示している。共に金属製である
アウタパネル１１とドアサッシュ１５の間に形成された窓孔内にはスライドガラスＷが昇
降自在に設けてある。
　アウタパネル１１の上縁部の前後両端部を除く部分は、その縁部を車内側に折り曲げる
ことにより形成した前後方向に延びるモール取付部１２となっており、該上縁部の前後両
端部はピラー接続部１３となっている。
　ドアサッシュ１５の前端部（傾斜部）は前部ピラー１６により構成してあり、ドアサッ
シュ１５の後端部は上下方向に延びる後部ピラー１７により構成してある。前部ピラー１
６と後部ピラー１７の下端部はアウタパネル１１の車内側面に溶接により固定してあり、
前部ピラー１６及び後部ピラー１７の下端近傍の車外側面に前後のピラー接続部１３がそ
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れぞれ接続している（図２、図４参照。前部ピラー１６側の図示は省略）。また前部ピラ
ー１６とピラー接続部１３の接続部、及び、後部ピラー１７とピラー接続部１３の接続部
には取付孔１８が形成してある。さらに前部ピラー１６及び後部ピラー１７の車内側面に
は補強板１９の上端部が溶接により固定してある。
【００１６】
　アウタパネル１１の上縁部には前後方向に延びる樹脂製のベルトモール２０が固定して
ある。ベルトモール２０は前後方向に延びる長尺物であるベルトモール本体２１と、ベル
トモール本体２１の前後両端部に装着可能な前後一対のエンドキャップ３９と、を具備し
ている。
　押出成形によって得られた長尺物であるベルトモール本体２１は、硬質樹脂材料（例え
ば、ＰＰ、ＡＥＳなど）からなる硬質基部２２を具備している。硬質基部２２は、硬質基
部２２の上端部を構成する上端接続部２３と、上端接続部２３の車外側縁部から垂下する
車外側部２４と、上端接続部２３の車内側縁部から垂下する車内側部２５と、を一体的に
有している。車内側部２５の下縁部は車外側に突出する下端係止片２６となっており、車
内側部２５の車外側面には当接平面２７が形成してある。さらに車外側部２４の車内側面
には斜め上方に向かって突出する突起状の被係合部２８が一体的に設けてあり、被係合部
２８の先端部には上方に向かって延びる抜止突起２８ａが突設してある。また車外側部２
４の下縁部には車内側に向かって斜め上向きに突出する、硬質基部２２より軟質の樹脂材
料（例えば、ＴＰＯ、ＰＶＣなど）からなる下側突部２９が一体的に設けてある。被係合
部２８及び下側突部２９が自由状態にあるときの下側突部２９の突出方向（傾斜方向）は
被係合部２８の突出方向（傾斜方向）とは異なる。
　車外側部２４の下縁部には、下側突部２９と同じ材質である車外側リップ３１が突設し
てあり、上端接続部２３及び車外側部２４の外面は下側突部２９及び車外側リップ３１と
同じ材質の車外側被覆材３２によって被覆してある。さらに車内側部２５の車内側面には
車外側リップ３１と同じ材質であるリップ３４が突設してある。
　上述のようにベルトモール本体２１は押出成形を利用して成形したものなので、押出成
形の完了直後においては上端接続部２３、車外側部２４、車内側部２５、下端係止片２６
、被係合部２８、下側突部２９、車外側リップ３１、車外側被覆材３２、及び、リップ３
４はベルトモール本体２１の全長に渡って存在する。しかし本実施形態ではベルトモール
本体２１が十分に冷えてその形状が安定した後に上端接続部２３の中央部より車内側の部
分、車内側部２５全体（下端係止片２６を含む）、及び、リップ３４の前後両端部を切断
することにより、上端接続部２３の車内側の部分、車内側部２５全体、及び、リップ３４
の前端面及び後端面を車外側部２４の前端面及び後端面よりもベルトモール本体２１の長
手方向に後退させた後退端面３６としている（図２、図５、図６参照。ベルトモール本体
２１の前端部側の図示は省略）。また下側突部２９の前後両端部には、押出成形完了後の
切断加工によってエンドキャップ受容切欠２９ａが形成してある。また車外側部２４に形
成した下側突部２９の基端部に接続する突条２４ａ（下側突部）の前後両端近傍には、押
出成形完了後の切断加工によって前後動規制用凹部２８ｂが凹設してある。当該切断加工
を経て完成したベルトモール本体２１は前後対称な長尺状部材となる（ベルトモール本体
２１は前後対称でなくてもよい）。
【００１７】
　エンドキャップ３９は硬質基部２２と同じ材料からなる硬質樹脂製品である。
　図５、図６に示すようにエンドキャップ３９（前側のエンドキャップ３９は後側のエン
ドキャップ３９と前後対称形状であり、その図示は省略してある）は、その端部を構成す
る被覆端部４０と、被覆端部４０から硬質基部２２の長手方向に向かって延びる挿入部４
１と、挿入部４１の下縁部から下方に延びる下方突出部４２と、挿入部４１の車外側面か
ら車外側に向けて斜め下方に突出する下方移動規制片４４（下方係合部）と、挿入部４１
の車外側面から車外側に向けて斜め下方に突出し、かつ、下方移動規制片４４の直上に位
置する係合部４５と、を具備している。また係合部４５は、その車外側端部から下方に延
びる突起状の車内側移動規制片４６を一体的に具備している。突条２４ａ、被係合部２８
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、下側突部２９、下方移動規制片４４、及び、係合部４５が自由状態にあるときの下方移
動規制片４４の突出方向（傾斜方向）は突条２４ａ及び下側突部２９の突出方向（傾斜方
向）と平行であり、車内側移動規制片４６の下端面の傾斜方向は被係合部２８（抜止突起
２８ａを除く部）の突出方向（傾斜方向）と平行である。下方突出部４２は、その下端か
ら車内側に向けて上方に傾斜しながら延びる車内側係止片４３を一体的に備えている。さ
らに挿入部４１の下縁部には、前後動規制用凹部２８ｂと同じ前後寸法の前後動規制片４
７が下向きに一体的に突設してある。
【００１８】
　後側のエンドキャップ３９は、ベルトモール本体２１の後端開口部に対して後方から装
着する。
　具体的には、挿入部４１の下部をエンドキャップ受容切欠２９ａに位置させながら、ベ
ルトモール本体２１の後端開口部から下方移動規制片４４の前端部を突条２４ａ及び下側
突部２９と被係合部２８の間の隙間に挿入する。さらにベルトモール本体２１の後端開口
部から係合部４５の前端部を被係合部２８と車外側部２４の車内側面の隙間に挿入する。
そして被覆端部４０の前面が上端接続部２３及び車外側部２４の後端面に当接するまでエ
ンドキャップ３９全体を前方に押し込む。被覆端部４０の前面が上端接続部２３及び車外
側部２４の後端面に当接すると、前後動規制片４７が前後動規制用凹部２８ｂに嵌合する
ので、エンドキャップ３９のベルトモール本体２１に対する前後動が規制される。さらに
下方移動規制片４４の下面が突条２４ａ及び下側突部２９の上面に接触し、かつ車内側移
動規制片４６の下端面が被係合部２８の上面に接触し、さらに挿入部４１の上縁部が上端
接続部２３に対して下方から接触するのでエンドキャップ３９のベルトモール本体２１に
対する上下方向の相対移動が規制される。また、下方移動規制片４４の車外側面が車外側
部２４の車内側面に接触し、かつ、係合部４５の車外側面が車外側部２４の車内側面に接
触するのでエンドキャップ３９のベルトモール本体２１に対する車外側への相対移動が規
制される。さらに車内側移動規制片４６の下端面（傾斜面）が被係合部２８の上面（傾斜
面）に当接し、下方移動規制片４４の下面（傾斜面）が突条２４ａ及び下側突部２９の上
面（傾斜面）に当接し、さらに車内側移動規制片４６の車内側面が被係合部２８の車外側
面に当接するので、エンドキャップ３９のベルトモール本体２１に対する車内側への相対
移動（抜け）が規制される。
　なお図示は省略してあるが、前側のエンドキャップ３９も同様の手順でベルトモール本
体２１の前端開口部に装着可能であり、装着するとベルトモール本体２１に対する前後、
上下、車外、及び、車内方向の相対移動が規制される。
　前後のエンドキャップ３９をベルトモール本体２１の前後両端部に装着すると、後側の
エンドキャップ３９の挿入部４１の前端はベルトモール本体２１の後側の後退端面３６よ
り後方に位置し（図６参照）、前側のエンドキャップ３９の挿入部４１の後端はベルトモ
ール本体２１の前側の後退端面３６より前方に位置する（図示略）。またベルトモール２
０の長手方向（前後方向）に見たときに、前後のエンドキャップ３９の挿入部４１は車外
側部２４と車内側部２５の間に位置する。
【００１９】
　ベルトモール本体２１に前後一対のエンドキャップ３９を装着することにより完成した
ベルトモール２０は、アウタパネル１１のモール取付部１２に対して前後両端部を除く部
分を上方から被せ、かつ、前後のエンドキャップ３９の下方突出部４２を前後の取付孔１
８内に挿入することによりアウタパネル１１の上縁部に取り付ける。
　ベルトモール２０（ベルトモール本体２１）の前後両端部を除く部分をモール取付部１
２に被せると、図３に示すように、上端接続部２３の前後両端部を除く部分がモール取付
部１２の直上に位置し、車外側部２４の前後両端部を除く部分がモール取付部１２の車外
側に位置し（モール取付部１２と車両ドア１０の厚み方向に対向する）、車内側部２５が
モール取付部１２の車内側に位置する（モール取付部１２と車両ドア１０の厚み方向に対
向する）。すると当接平面２７が車内側からモール取付部１２の車内側面に接触し、かつ
、下側突部２９が車外側からモール取付部１２の車外側面に弾性変形しながら接触するの
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で、ベルトモール２０のモール取付部１２に対する車外方向及び車内方向の相対移動が規
制される。また下端係止片２６が下方からモール取付部１２の車内側の下縁部に係合する
ので、ベルトモール本体２１のモール取付部１２に対する上方への抜けが規制される。ま
た車外側リップ３１がアウタパネル１１に弾性変形しながら接触し、さらにスライドガラ
スＷが全開位置（下端位置）より上方に位置するときはリップ３４の先端部がスライドガ
ラスＷの車外側面に弾性変形しながら接触する。さらに図４に示すように、取付孔１８を
通ってアウタパネル１１（ピラー接続部１３）とその車内側に位置する金属製のインナパ
ネル（図示略）との間の内部空間に進入した下方突出部４２の車内側係止片４３が補強板
１９に弾性変形しながら係合するので、前後のエンドキャップ３９の対応する取付孔１８
からの上方への抜けが規制される。
【００２０】
　図４に示すように本実施形態の車両ドア１０のアウタパネル１１の上縁部と後部ピラー
１７（及び前部ピラー１６）の車幅方向Ｗ１のオフセット量は小さい。しかしベルトモー
ル本体２１の上端接続部２３の中央部より車内側の部分、車内側部２５全体（下端係止片
２６を含む）、及び、リップ３４の前後両端部を切断し、かつ、突条２４ａ、被係合部２
８、下側突部２９、下方移動規制片４４、及び、係合部４５を水平方向に延びる突起では
なく斜め上方又は斜め下方に向かって延びる突起とすることにより、ベルトモール本体２
１の前後両端部の車幅方向寸法を従来のベルトモールより短くしている。そのためベルト
モール２０を前部ピラー１６及び後部ピラー１７と干渉させることなくアウタパネル１１
に取り付けることができる。
　さらに車内側部２５の前端部全体と後端部全体を切断している（存在しない）ものの、
車内側移動規制片４６の下端面（傾斜面）が被係合部２８の上面（傾斜面）に当接し、か
つ、下方移動規制片４４の下面（傾斜面）が突条２４ａ及び下側突部２９の上面（傾斜面
）に当接している。突条２４ａ、被係合部２８及び下側突部２９は水平方向に延びる突起
ではなく、斜め上方に向かって延びる突起であるため、車幅方向寸法が短いにも拘わらず
下方移動規制片４４及び車内側移動規制片４６との係合代は長く、しかも被係合部２８（
及び車内側移動規制片４６の下端面）の傾斜方向と突条２４ａ及び下側突部２９（及び下
方移動規制片４４の上面）の傾斜方向を互いに異ならせているので、車内側移動規制片４
６の下端面と被係合部２８の上面の間、及び、下方移動規制片４４の下面と突条２４ａ及
び下側突部２９の上面の間には、エンドキャップ３９がベルトモール本体２１に対して車
内側へ移動するのを規制するのに十分な抵抗力が生じる。さらに車内側移動規制片４６の
車内側面が抜止突起２８ａの車外側面に当接している。そのため、エンドキャップ３９が
ベルトモール本体２１に対して車内側にがたつく（相対移動）することはない。
　さらに被係合部２８をモール取付部１２の車外側に位置させているので、被係合部２８
をモール取付部１２の直上に位置させる場合に比べて、ベルトモール２０の前後両端部の
上下寸法を小さくすることが可能である。
【００２１】
　以上、上記実施形態を用いて本発明を説明したが、本発明は様々な変更を施しながら実
施可能である。
　例えば図７に示す変形例での実施が可能である。
　この変形例のベルトモール本体５０の特徴は、断面形状が被係合部２８と上下対称をな
す被係合部５１を有する点にある。即ち、車外側部２４の車内側面には斜め下方に向かっ
て突出する突起状の被係合部５１が設けてあり、被係合部５１の先端部には下方に向かっ
て延びる抜止突起５１ａが突設してある。
　また前後のエンドキャップ５５の挿入部４１の車外側面には係合部５６（下方係合部）
が突設してある。係合部５６の上端部には車内側移動規制片４６に対応する車内側移動規
制片５７が上向きに突設してある。さらに係合部５６の下面は傾斜面となっている。突条
２４ａ、下側突部２９、被係合部５１、及び、係合部５６が自由状態にあるときの被係合
部５１（抜止突起５１ａは除く）の突出方向（傾斜方向）は車内側移動規制片５７の上端
面の傾斜方向と平行であり、突条２４ａ及び下側突部２９の突出方向（傾斜方向）は係合
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部５６の下面の傾斜方向と平行である。図示するように被係合部５１（及び車内側移動規
制片５７の上端面）の傾斜方向と突条２４ａ及び下側突部２９（及び係合部５６の上面）
の傾斜方向は互いに異なる。
　前後のエンドキャップ５５をベルトモール本体５０に対して装着すると、車内側移動規
制片５７の上端面（傾斜面）が被係合部５１の下面（傾斜面）に当接し、かつ、係合部５
６の下面（傾斜面）が突条２４ａ及び下側突部２９の上面（傾斜面）に当接し、さらに抜
止突起５１ａの車外側面が車内側移動規制片５７の車内側面に当接するので、上記実施形
態と同様の作用効果を発揮できる。
【００２２】
　またベルトモール本体２１、５０の前後両端部のうちの一方のみの車内側部分を切断し
（後退端面３６を形成し）、切断した側の端部にエンドキャップ３９、５５を装着し、切
断しない側の端部に従来構造のエンドキャップを装着してもよい。
　さらにベルトモール本体２１、５０の前後両端部のうちの一方のみにエンドキャップ３
９、５５を装着し、他方にはエンドキャップを装着しなくてもよい。
　また被係合部２８、５１はエンドキャップ３９の車内側移動規制片４６、係合部５６と
対向する部分にのみあればよいので、車内側移動規制片４６、係合部５６と対向しない部
分（ベルトモール本体の長手方向の中央部）においては被係合部２８、５１を切除しても
よい。さらに上記のようにベルトモール本体２１、５０の前後両端部のうちの一方のみの
車内側部分を切断する場合は、被係合部２８、５１の他方の端部側の部分は切断してもよ
いし、あるいはそのまま残しても良い。
【符号の説明】
【００２３】
１０　　車両ドア
１１　　アウタパネル
１２　　モール取付部（上縁部）
１３　　ピラー接続部
１５　　ドアサッシュ
１６　　前部ピラー（ピラー）
１７　　後部ピラー（ピラー）
１８　　取付孔
１９　　補強板
２０　　ベルトモール
２１　　ベルトモール本体
２２　　硬質基部
２３　　上端接続部
２４　　車外側部
２４ａ　突条（下側突部）
２５　　車内側部
２６　　下端係止片
２７　　当接平面
２８　　被係合部
２８ａ　抜止突起
２８ｂ　前後動規制用凹部
２９　　下側突部
２９ａ　エンドキャップ受容切欠
３１　　車外側リップ
３２　　車外側被覆材
３４　　リップ
３６　　後退端面
３９　　エンドキャップ
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４０　　被覆端部
４１　　挿入部
４２　　下方突出部
４３　　車内側係止片
４４　　下方移動規制片（下方係合部）
４５　　係合部
４６　　車内側移動規制片
４７　　前後動規制片
５０　　ベルトモール本体
５１　　被係合部
５１ａ　抜止突起
５５　　エンドキャップ
５６　　係合部（下方係合部）
５７　　車内側移動規制片
Ｗ　　　スライドガラス

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】



(11) JP 5965718 B2 2016.8.10

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００７－２９０６６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－２０７３３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０３５４７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１８２２１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２６２６８０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０６９２２９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２５４９０５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－１２１３４６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６０Ｊ　　１０／７５　　　　
              Ｂ６０Ｊ　　　５／０４　　　　
              Ｂ６０Ｒ　　１３／０４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

